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健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
か

ら
か
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
運
動
に
楽
し
そ
う

に
取
り
組
む
高
齢
者
を
よ
く
見
掛
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
高
齢
化
に
伴

い
、
寝
た
き
り
な
ど
で
介
護
を
要
す

る
人
は
増
え
て
い
る
の
で
す
。

比
較
的
要
介
護
度
が
低
い
場
合
は
、

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
う
ま

く
利
用
し
て
、
身
体
の
改
善
を
図
り
、

自
立
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
と
い
え

ま
す
。

し
か
し
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い

こ
と
が
一
番
で
あ
り
、
未
然
に
防
げ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

元
気
で
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
、

ま
た
生
き
が
い
を
見
付
け
生
き
生
き

と
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。
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高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
化化化化化化化化化化
はははははははははは
ささささささささささ
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高
齢
化
は
さ
ら
に
進
む

急
速
な
少
子
化
と
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
二
十
一
世
紀
半
ば
の
二
〇

五
〇
年
に
は
、
国
民
の
三
人
に
一
人

が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
可
児
市
の
高
齢
化
率
は
、

県
や
国
よ
り
五
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
低

く
、
若
い
市
と
い
え
ま
す
が
、
十
〜

二
十
年
経
つ
と
、
そ
の
差
は
な
く
な

り
高
齢
化
し
た
平
均
的
な
自
治
体
と

な
り
ま
す
。

各
地
区
ご
と
の
高
齢
化
率
を
見
る

と
、
久
々
利
や
広
見
東
地
区
で
は
、

五
人
に
一
人
は
六
十
五
歳
以
上
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
帷
子
地
区
全
体
は

平
均
的
で
あ
っ
て
も
、
団
地
別
で
み

る
と
、
若
葉
台
（
二
十
三
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
）
と
長
坂
（
十
九
パ
ー
セ
ン

ト
）
は
、
高
齢
化
率
が
平
均
よ
り
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
年
前
か
ら
み
る
と
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
の
内

訳
が
、
高
齢
者
世
帯
は
約
三
倍
、
一

人
暮
ら
し
世
帯
は
二
倍
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

 
老老老老老老老老老老
人人人人人人人人人人
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
費費費費費費費費費費
もももももももももも
増増増増増増増増増増
加加加加加加加加加加

老
人
医
療
費
も
増
加

介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
た
平

成
十
二
年
度
、
要
介
護
認
定
者
は
九

百
五
十
六
人
で
し
た
。
十
六
年
三
月

に
は
千
七
百
二
十
二
人
と
倍
近
く
増

加
し
、
認
定
者
の
内
訳
は
、
比
較
的

要
介
護
度
が
低
い
、
要
支
援
や
要
介

護
１
の
人
が
約
半
数
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
が
充
実
し
利
用
し
や
す
く
な
っ
た

た
め
か
、
利
用
者
、
介
護
給
付
費
と

も
に
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
介
護
保
険
制
度
以
外
で

給
付
さ
れ
る
老
人
医
療
費
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
に
も
、
注
目
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
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齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
のののののののののの
大大大大大大大大大大
きききききききききき
なななななななななな
課課課課課課課課課課
題題題題題題題題題題

高
齢
社
会
の
大
き
な
課
題

老
人
保
健
や
介
護
保
険
な
ど
の
社

会
保
障
制
度
は
、
国
民
が
平
等
に
給

付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
費
用
は
、
一

部
の
自
己
負
担
金
と
税
金
、
保
険
料
、

拠
出
金
な
ど
で
賄
わ
れ
、
み
ん
な
で

支
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

費
用
の
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
を
心
掛
け
、

給
付
の
伸
び
を
抑
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
点
か
ら
、
体
力
づ
く
り
や
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
転
倒
な
ど
の

事
故
を
防
止
し
、
さ
ら
に
健
康
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
い

か
に
「
元
気
高
齢
者
」
で
あ
り
続
け

る
か
が
課
題
と
い
え
ま
す
。

可児市は、名古屋市近郊という地理的条件もあ

り、昭和４０年代より丘陵地に団地造成が開始さ

れ、名古屋市のベッドタウンとして人口が急増

し当時の３万人と比較すると、３倍強の９万８千人

に増加しました。当時若かった市も、４０年近く

経った今、高齢化社会の問題は当然考えなけれ

ばいけません。
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ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルル
スススススススススス
アアアアアアアアアア
ッッッッッッッッッッ
ププププププププププ
教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室
をををををををををを
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催

市
で
は
、
介
護
予
防
と
健
康
づ
く

り
を
目
的
に
、
各
種
の
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
度
か
ら
開
始
し
た

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
は
、
高
齢

者
に
安
全
に
そ
し
て
確
実
に
体
力
・

筋
力
ア
ッ
プ
を
し
て
も
ら
う
た
め
、

専
門
的
な
機
関
の
指
導
の
も
と
に
行

わ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
体
力
に
合
わ
せ
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

提
供
さ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
て
運

動
を
す
る
も
の
で
す
。

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
で
、

三
年
間
継
続
で
き
る
人
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

四
月
に
は
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
筑
波
大
学
の
久
野
譜

也
助
教
授
に
よ
る
「
高
齢
者
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
講
演
会
を
開
催
。

約
二
百
八
十
人
が
参
加
し
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
寝
た
き
り
が
防
げ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

続
い
て
、「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」

の
参
加
者
を
募
集
。
基
本
健
康
診
査

な
ど
の
結
果
か
ら
、
運
動
の
可
否
の

判
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

今
年
度
は
、
五
十
二
人
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

七
月
に
は
、
個
人
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
す
る
た
め
に
、
体
力
測

定
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
月
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で

き
あ
が
れ
ば
教
室
の
開
始
で
す
。
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個
人
で
ゆ
っ
く
り
と

教
室
は
、
参
加
者
を
三
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
、
週
一
回
一
時
間
程
度
、

可
児
川
苑
（
坂
戸
）
で
行
う
運
動
機

器
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
個
人
が

週
三
〜
四
日
自
宅
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
主
に
ど
の
よ
う
な
運

動
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
図
１
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
年
目
は
、
教
室
の
受
講
者
と
し

て
集
団
指
導
を
実
施
。
二
、
三
年
目

は
、
個
人
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま

す
。
個
人
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

一
定
期
間
実
施
し
た
効
果
に
よ
り
、

見
直
し
や
調
整
が
行
わ
れ
、
終
了
時

点
ま
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

十
六
年
度
の
教
室
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
十
七
、
十
八
年
度
も
同

様
に
、
参
加
者
を
募
集
（
四
月
の
予

定
）
し
、
そ
こ
か
ら
三
年
間
に
わ
た

る
教
室
を
始
め
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

 
筋筋筋筋筋筋筋筋筋筋
力力力力力力力力力力
アアアアアアアアアア
ッッッッッッッッッッ
ププププププププププ
でででででででででで
介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護
予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防

筋
力
ア
ッ
プ
で
介
護
予
防

で
き
る
限
り
介
護
を
必
要
と
せ
ず

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
介
護

状
態
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
、
普
段

の
生
活
の
中
で
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
介
護
予
防
と
い
い
ま
す
。

寝
た
き
り
の
原
因
は
、
脳
卒
中
や

痴
ほ
う
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

「
転
倒
に
よ
る
骨
折
」
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
老
化
に
よ
る
「
筋

力
の
低
下
」
が
主
な
原
因
と
い
わ
れ

ま
す
。

自
分
の
体
を
思
う
よ
う
に
動
か
せ

な
く
な
り
、
少
し
の
段
差
で
つ
ま
づ

き
転
倒
し
て
骨
折
。
そ
の
ま
ま
寝
た

４月の講演会では、熱心に話を聞く高齢者
の姿が見られました

健康で心豊かな毎日を過ごすためには、一人ひ

とりの心掛けはもちろん、社会全体の取り組み

も必要になってきます。

市では、食生活や運動、心の健康などについて、

市民の皆さんに、自ら健康づくりを実践しても

らう、さまざまな事業を推進しています。

ヘルスアップ教室の参加者が臨んだ体力測定。上体起こし、前屈、
１０ｍ障害物歩行など、６項目を測定しました
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き
り
に
な
る
ケ
ー
ス
も
目
立
ち
ま
す
。

　

左
の
図
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
転
倒
に
よ
る

寝
た
き
り
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、

日
ご
ろ
か
ら
の
筋
力
ア
ッ
プ
が
必
要

だ
と
い
え
ま
す
。

簡
単
な
も
の
で
い
い
の
で
、
転
倒

予
防
の
た
め
の
運
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。　

 
生生生生生生生生生生
きききききききききき
がががががががががが
いいいいいいいいいい
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり
もももももももももも
大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切
にににににににににに

生
き
が
い
づ
く
り
も
大
切
に

お
年
寄
り
が
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
人

と
触
れ
合
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
社

会
的
に
孤
立
す
る
こ
と
を
解
消
し
、

自
分
の
生
き
が
い
を
見
つ
け
出
す
と
、

自
立
し
た
生
活
を
送
る
励
み
に
な
り

ま
す
。

家
族
形
態
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
に
と
も
な
い
、
独
居
や
夫
婦
の

み
の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
居
家
族
が
い
て
も
、

家
族
が
仕
事
な
ど
で
留
守
に
す
る
た

め
、
日
中
孤
独
に
過
ご
す
お
年
寄
り

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
現
代
の
社
会
で
は
、

地
域
で
の
支
え
合
い
や
交
流
が
一
層

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

 
自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分
がががががががががが
主主主主主主主主主主
役役役役役役役役役役
とととととととととと
思思思思思思思思思思
っっっっっっっっっっ
てててててててててて

自
分
が
主
役
と
思
っ
て

介
護
保
険
な
ど
の
福
祉
政
策
は
、

あ
く
ま
で
も
高
齢
者
の
生
活
の
一
部

を
支
え
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

行
政
は
当
然
の
こ
と
、
家
族
や
地
域

の
住
民
が
協
力
し
て
、
誰
も
が
安
心

し
て
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
に
は
ま
だ
ま
だ
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
も
、
自
分
や
親
が
高

齢
に
な
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
お
年
寄

り
で
あ
っ
た
ら
い
い
か
、
ど
ん
な
地

域
だ
っ
た
ら
み
ん
な
が
安
心
し
て
楽

し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
の
か
。
一
度
、

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

健
康
は
「
守
る
」
も
の
か
ら
「
つ

く
る
も
の
」
へ
。
皆
さ
ん
で
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
運
動
し
た
い
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
自
分
に
合
う
運
動
が
見

つ
け
ら
れ
ず
に
い
た
り
、
教
室
や
サ

ー
ク
ル
に
参
加
し
て
も
つ
い
て
い
け

ず
に
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
無
理
な
く
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
運
動
を
見
つ
け
、
自

信
を
付
け
て
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
ず
、
六
〜
七
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る
、
自
宅
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や

体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
簡
単
な
も
の
か
ら
、
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
で
も
い
い
の
で
、
毎
日

続
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
無
理
な
く
、

ゆ
っ
く
り
と
。

　市では、身体の健康づくりだけで

なく、仲間づくりや社会参加につい

ても勧めています。これらの目的に

大きく寄与しているのが老人クラブ

です。

　老人クラブは、地域を基盤とする

高齢者の自主組織として、各自治会

単位などおおむね５０人以上で、６０歳

以上の人たちで構成されています。

　仲間づくりを通して、生きがいと

健康づくり、生活を豊かにする楽し

い活動を行っています。また、知識

や経験を生かして、世代交流を図り、

地域を豊かにする社会活動に取り組

むことで保健福祉の向上にも努めて

います。

　市内では、現在、５１クラブが活動

しており、社会奉仕、軽スポーツ、

囲碁・将棋、演芸大会、体育大会な

どを行っています。

　しかし、高齢者の生活スタイルが

多様化したり、価値観が変化したた

めか、加入者は全国的に減少傾向で

す。可児市も例外ではありません。

ここ数年で３クラブが解散しています。

　人付き合いや団体行動が苦手とい

う人も、生きがい探しのために、参

加してみてはいかがでしょうか。

　昨年の９月に行われた運動会での一
場面。人生航路と題し、人間の生から
死までを仮装行列し、会場には笑い声
が飛び交いました

仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、仲間づくり、
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ききききききききききききききききききききががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探ししししししししししししししししししししののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ生きがい探しのため
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在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

身
近
な
窓
口
と
し
て

市
内
に
は
、
在
宅
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
悩
み
や
相
談
に
応
じ
る
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
四
カ

所
あ
り
ま
す
。
保
健
、
医
療
や
福

祉
な
ど
の
専
門
の
資
格
を
持
っ
た

職
員
が
、
高
齢
で
食
事
の
準
備
が

で
き
な
い
な
ど
日
常
生
活
の
問
題

を
相
談
に
乗
っ
た
り
、
一
人
暮
ら

し
に
不
安
の
あ
る
人
の
自
宅
を
訪

問
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
を
始
め
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
な
ど
も
丁

寧
に
説
明
し
ま
す
。

いきいき教室で行われる、ボールを使ったレクリエーション。
みんなで円になり、ボールを足で回していきます

転倒予防のためのスト
レッチをする皆さん。
全身を柔らかくするこ
とも、けがを防ぐこと
につながります

市ではヘルスアップ教室のほかに、在宅介護支

援センターが実施する「いきいき教室」も各地

で開催しており、転倒予防のための体操や調理

実習を実施しています。

ここでは、「いきいき教室・転倒予防編」で行

われるストレッチと体操を紹介します。

広報かに ２ ０ ０ ４．９．１7

　１つの項目を８～１０秒を目安に、ゆっくりと呼吸
をしながら行います。このストレッチが終わった
ら、次は体操です。この体操の効果は、主に下半
身の筋力アップで、転倒予防につながります。片足
ずつ５～１０回程度、無理のないように行いましょう。

いきいき教室の問合先
各在宅介護支援センター
・市社協 ��２５２５
・春里苑 ��１１２２
・サンビュー可児 ��２２７７
・花トピア可児 ��０１６１

●問合先
　いきいき長寿課
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委
員
会
の
構
成
も
決
定

　

議
会
運
営
委
員
会
、常
任
委
員
会

の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
す
。
（
◎

は
委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長
、
敬
称

略
）

▼
議
会
運
営
委
員
会
（
８
人
）

◎
芦
田
功
、〇
渡
辺
重
造
、亀
谷
光
、

伊
佐
治
昭
男
、川
手
靖
猛
、柘
植
定
、

角
眞
一
郎
、霞
直
孝

▼
総
務
企
画
委
員
会
（
６
人
）

◎
伊
佐
治
昭
男
、
〇
小
原
尚
、
可
児

慶
志
、
芦
田
功
、
冨
田
牧
子
、
山
根

一
男

▼
経
済
福
祉
委
員
会
（
６
人
）

◎
霞
直
孝
、
〇
永
井
孝
昌
、
澤
野
隆

司
、
渡
辺
重
造
、
亀
谷
光
、
肥
田
正

志▼
文
教
委
員
会
（
６
人
）

◎
柘
植
定
、〇
可
児
教
和
、林
則
夫
、

加
藤
新
次
、
村
上
孝
志
、
川
手
靖
猛

▼
建
設
水
道
委
員
会
（
６
人
）

◎
角
眞
一
郎
、
〇
久
野
泰
臣
、
奥
田

俊
昭
、
橋
本
敏
春
、
中
村
悟
、
服
部

よ
ね
子

●
問
合
先　

議
会
事
務
局

第
５
回
可
児
市
議
会
臨
時
会
が
８
月　

日
に
開
か
れ
、
議
長
に
肥
田
正
志
さ
ん
（
大
森
・　

歳
）、

１１

６７

副
議
長
に
中
村　

悟
さ
ん
（
下
恵
土
・　

歳
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

４８

肥 田 正 志さん
　平成７年に初当選し、現在３期目。総務企画、経
済福祉など各委員長を歴任。平成１４年に副議長を
務める。

中 村　悟さん
　平成１０年に初当選し、現在３期目。経済福祉、
文教委員長など各委員長を歴任。

私
、
こ
の
た
び
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
責
務

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
方
分
権
の

推
進
、
行
財
政
改
革
な
ど
、
本
市
を
取

り
巻
く
行
財
政
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
兼
山
町

と
の
合
併
協
議
も
進
め
ら
れ
、
将
来
の

本
市
の
確
か
な
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
重
要
な
時

期
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
、
将
来
に
夢
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に

こ
た
え
る
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
、
こ
の
た
び
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
副
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、本
市
は
来
年
、「
花
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
」
の
開
催
や
東

海
環
状
自
動
車
道
の
開
通
を
控
え
、
よ

り
飛
躍
す
る
絶
好
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
皆
さ
ま

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
将
来
に
向
け
て
よ
り
活
性
化
し

た
魅
力
あ
る
可
児
市
を
目
指
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
協
働
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

議
長
の
補
佐
役
と
し
て
そ
の
責
務

を
果
た
す
べ
く
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

安心して安全で
　　　　夢の持てる可児市を

協働のまちづくりで
　活性化した魅力あるまちを
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  予防のために検診を

歯周病を早期発見するために、市は歯周病検診を実施します。
個人負担金は５００円です。対象年齢は、平成１６年４月１日現在で、４０歳、
４５歳、５０歳、５５歳、６０歳です。
詳細は健康増進課まで問い合わせてください。
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市
民
福
祉
向
上
を
目
指
し
た

施
策
を
展
開

　

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
は
、

六
回
の
補
正
を
行
い
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
事
業
費
を
合
わ
せ
た
予
算
総

額
は
、
二
百
五
十
四
億
一
千
三
百
六

十
五
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
収
入

済
額
が
二
百
五
十
四
億
七
千
二
十
四

万
一
千
五
百
八
十
四
円
、
支
出
済
額

が
二
百
四
十
六
億
六
千
三
百
二
十
四

万
二
千
九
十
九
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
収
入
が

二
・
四
％
、
支
出
が
〇
・
三
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
財
政
状
況
は
、
景
気
の
停
滞

や
恒
久
的
減
税
の
影
響
を
受
け
て
厳

広報かに ２ ０ ０ ４．９．１11

し
く
な
っ
て
お
り
、
収
入
の
根
幹
と

な
っ
て
い
る
市
税
が
平
成
九
年
度
決

算
百
四
十
五
億
円
を
ピ
ー
ク
に
平
成

十
五
年
度
決
算
百
三
十
一
億
円
へ
と

減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
民
生
費
が
初
め
て
ト

ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
か
ら
人

口
の
急
増
や
都
市
化
の
進
展
に
対
応

し
、
義
務
教
育
・
社
会
教
育
施
設
、

都
市
基
盤
の
整
備
に
重
点
を
置
い
て

き
た
結
果
、
教
育
費
、
土
木
費
の
構

成
比
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
施
策
に
力

を
注
ぎ
、
民
生
費
の
比
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

総
務
課
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は
じ
め
て
「
ワ
ク
ワ
ク
た
ん
て
い

だ
ん
」
で
し
せ
い
け
ん
が
く
バ
ス
に

の
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
は
な
フ
ェ
ス
タ
に
い
き
ま

し
た
。
つ
ぎ
に
ア
ー
ラ
、
そ
れ
か
ら

や
す
ら
ぎ
の
も
り
で
お
べ
ん
と
う
を

た
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
さ
ゆ
り
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
い
き
ま
し
た
。
さ

さ
ゆ
り
で
は
、
お
お
き
い
き
か
い
が

は
た
ら
い
て
い
ま
し
た
。
さ
い
ご
に

し
ち
ょ
う
さ
ん
に
あ
っ
て
、
あ
く
し

ゅ
を
し
ま
し
た
。

バ
ス
の
な
か
は
た
の
し
か
っ
た

よ
。
ま
た
し
せ
い
け
ん
が
く
バ
ス
に

の
っ
て
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
き

た
い
で
す
。

七
月
十
七
、
十
八
日
、
ぼ
く
た
ち

旭
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
合

宿
が
あ
り
ま
し
た
。
七
月
十
七
日
の

午
前
中
に
練
習
を
行
い
、
そ
の
後
、

下
切
下
の
公
民
館
に
移
動
し
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
役
員
の
方
が
、
流
し
そ

う
め
ん
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
は
し
と
器
は
、
竹
で
作
っ
て
あ

り
ま
し
た
。
初
め
て
の
流
し
そ
う
め

ん
だ
っ
た
の
で
、家
で
は
出
来
な
い
、

い
い
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

昼
食
を
と
っ
た
後
、
プ
ー
ル
に
行

き
ま
し
た
。
プ
ー
ル
に
は
、
ス
ラ
イ

ダ
ー
が
あ
っ
た
の
で
何
回
も
や
り
ま

し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

夜
み
ん
な
で
お
風
呂
に
行
き
ま
し

た
。
み
ん
な
と
初
め
て
は
い
っ
た
の

で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な

他
の
人
に
め
い
わ
く
を
か
け
ず
に
は

い
っ
た
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。
ぼ

く
は
、
つ
か
れ
て
い
た
の
か
す
ぐ
ね

ま
し
た
。
で
も
、
夜
お
そ
く
ま
で
お

き
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

十
八
日
は
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
は
ず
だ
っ
た
け
ど
、
雨

が
ふ
っ
た
の
で
、
体
育
館
で
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
を
や
り
ま
し
た
。
ぼ
く
の

チ
ー
ム
は
、
六
チ
ー
ム
中
三
位
で
し

た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
フ
ッ
ト

サ
ル
は
、
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
ま

た
や
り
た
い
で
す
。

こ
の
合
宿
で
は
、
上
の
子
は
、
下

の
子
の
め
ん
ど
う
を
し
っ
か
り
み
れ

た
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

●
小
栗
奨
平
君
（
旭
小
一
年
）

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

●
亀
井
辰
典
君
（
旭
小
五
年
）

２６

２７

▲文化創造センター
　でいろいろな部屋
を見学する小栗君
（左から２人目）

▼

わくわく体験館では、
　ガラス細工に挑戦
　（右端）サッカーの仲間とプールへ

流しそうめんを食べる亀井君（右から２人目）
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７ ８

次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。  （
敬
称
略
）

●
社
会
福
祉
に

岐
阜
東
教
区
第
六
部
花
園
会
女

性
部
、
長
谷
川
琢
磨
、
金
子
さ

き
、
帷
子
商
工
会
、
掛
谷
恒
之
、

全
建
総
連
岐
阜
建
労
可
児
総
支

部

◎リフレッシュ・ビクス
　リズムに合わせて普段使わない筋肉を動かし
て、楽しくいい汗かきましょう。子連れでの参
加も大歓迎です。
●期日　毎週水曜日
●時間　午前１０時～１１時３０分
●場所　春里公民館
●会費　２，０００円（月額）入会金５００円
　（ビジター８００円／回もあります）
●持ち物　ダンベル、上靴、タオル、バスタオ
ル、お茶
●申込・問合先　同会の奥村さん　 �� ８８７０

◎津軽民謡を体感しよう！
　可児ごきげんＳＡＮふるさと福祉村開村記念
公演として、「響け！津軽三味線」を開催します。
●期日　９月１２日（日）
●時間　午後１時～（午後零時３０分開場）
●場所　文化創造センター（下恵土）
●入場料　無料
●問合先　特定非営利活動法人ごきげんさん

��１７５０  

反
対
し
て
い
た
両
親
を
、
一
年
掛
け
て
説
得

し
て
、「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い

た
国
」
日
本
に
、
香
港
か
ら
留
学
し
て
五
年
。

現
在
、
名
城
大
学
都
市
情
報
学
部
の
四
年
生
で
、

都
市
関
係
論
を
学
ん
で
い
ま
す
。「
日
本
人
は
、

本
当
に
礼
儀
正
し
い
で
す
。
だ
け
ど
お
風
呂
で
、

人
前
で
も
裸
に
な
る
こ
と
に
は
び
っ
く
り
し

た
」
と
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
話
し
ま
す
。

「
お
互
い
の
国
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
話
す

の
が
楽
し
い
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
友
人
と

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
各
地
の

昔
の
建
築
物
を
見
な
が
ら
、
そ
の
土
地
の
物
を

食
べ
歩
く
の
が
好
き
で
「
明
石
の
た
ま
ご
焼
き

は
最
高
で
し
た
」
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

将
来
は
、
旅
行
会
社
か
航
空
会
社
に
就
職
し

た
い
と
考
え
て
い
る
劉
さ
ん
。「
世
界
中
の
国

を
回
っ
て
、
そ
の
国
の
文
化
を
感
じ
た
い
」
と
、

夢
は
世
界
へ
と
膨
ら
み
ま
す
。

世界の人々と交流したい
● 劉 

ラウ

 錦 
カン

 榮 さん（下恵土・２２歳）
ウェン

▲

牛
沢
佳
那
子
（
川
合
北
）

▲ハッピー�（みずきケ丘）

川
柳 �
�
�
�
�
 

斎
藤
清
幸 
選

三
島
次
朗（
広
眺
ケ
丘
）

幸
せ
は
今
年
も 
初  
音 
聞
く
散
歩

は
つ 
ね

細
澤
三
郎（
鳩
吹
台
）

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
降
り
た
商
店
通
り
道

高
野　

徹（
矢
戸
）

日
本
語
を
使
っ
て
欲
し
い
説
明
書

可
児
小
松（
下
恵
土
）

さ
わ
や
か
な
風
の
窓
辺
に
縫
う
小
も

の

　

竹
中
芳
子（
若
葉
台
）

 
休
耕
田 
こ
と
し
も
増
え
て
草
な
び
く

き
ゅ
う
こ
う
だ

井
藤
貞
子（
土
田
）

初
生
り
の
茄
子
も
き
ゅ
う
り
も 
娘 
に

こ

持
た
せ

丸
山
重
司
（
若
葉
台
）

子
の
歩
く
先
を
案
ず
る
親
心

▲

伊
藤
彩
夏
（
下
恵
土
）

身
近
な
話
題
な
ど
を
、
市
政
情

報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



14広報かに ２ ０ ０ ４．９．１

親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子
でででででででででで
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
しししししししししし
めめめめめめめめめめ
るるるるるるるるるる
講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座
やややややややややや
教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室

親
子
で
楽
し
め
る
講
座
や
教
室

指先に集中して、
器を作る参加者（

夏休み親子で陶芸
教室）

化石のレプリカを作る親子（親子ふるさと教室）

真剣な表情で勾玉作りに挑戦する親子（親子ふるさと教室）

全身の力で
ロープ渡り

に挑戦する
子ども（親と

子の市政見
学バス）

市内で開かれたさまざまな講座や教室で、た

くさんの親子が夏の思い出を作りました。

可児郷土歴史館では「親子ふるさと教室」が

開催され、７月３０日に行われた化石のレプリカ作

りには１１組の親子が参加し、アンモナイトのレ

プリカを石こうで作りました。また８月４日には、

１５組の親子が 勾 玉作りに挑戦し、滑石（かっせ
まが

き）を紙やすりで形を整え、磨き上げて首飾り

を作りました。参加者たちは自分の作品を眺め、

古代の生活や生き物に思いをはせていました。

久々利の陶芸苑で開かれた「夏休み親子で陶

芸教室」では、ろくろの上で回る土で思い思い

の湯飲みや抹茶茶碗を作り上げ、焼き上がっ

た自分の作品でお茶会を楽しみました。

８月４日、６日には、「親と子の市政見学バス」

が行われました。親子２５組が消防署、浄水場、

ごみ処理施設など、普段の生活にかかわりの

ある施設を訪れ、体験や実験を通じながら、身

近な市政を学びました。

親子でいろいろな体験
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可可可可可可可可可可
児児児児児児児児児児
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
まままままままままま
つつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりり

２２２２２２２２２２
００００００００００
００００００００００
４４４４４４４４４４

可
児
夏
ま
つ
り　

２
０
０
４

アアアアアアアアアア
ーーーーーーーーーー
ララララララララララ
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

ア
ー
ラ
祭

大道芸を楽しむ来場者

一生懸命魚を捕まえる子どもたち

「フリスビー
投げ」のゲー

ムを楽しむ子
どもたち

音楽に合わせて勢いよく水を噴き上げる水華美

盆踊りを楽しむたくさんの人たち

８月８日「可児夏まつり２００４」が市役所の周

辺を会場に開かれました。

7 日は、激しい雷雨のため、残念ながら中

止になってしまいましたが、8 日は天候も回

復し、とんかち広場、魚のつかみ取りなどの

さまざまなイベントが繰り広げられました。

日が暮れると、市役所駐車場に設けられ

たやぐらでは、太鼓が鳴り響き、踊りの輪が

幾重にも広がりました。

祭りのフィナーレを、音と光に合わせて

水を噴き上げる 水  華  美 で締めくくり、過ぎ
みず はな び

行く夏を惜しむように幕を閉じました。

可児の夏を華やかに

７月２５日、文化創造センターの開館２周年

を記念して「アーラ祭ｖｏｌ．２」が同センタ

ーで開催されました。

会場では、アーラクルーズが開いた親子

で物作りを楽しむワークショップをはじめ、

大道芸や世界的ミュージシャンによる野外

コンサートなど、盛りだくさんのイベント

が開かれました。

日が暮れた後は、水と緑の広場で、巨大ス

クリーンに映し出された人気アニメ映画を、

訪れたたくさんの家族連れなどが楽しみま

した。

アーラでお祭りを楽しもう
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�
ふ
れ
あ
い
の
里
可
児 �
�
�
�
�
�
 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
開
催

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
は
、
施
設
を

開
放
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
る
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

１９

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２

３０

時　

分
３０

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
（
可

児
警
察
署
西
）

●
内
容　

バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
牛
乳
パ
ッ

ク　

枚
集
め
て
の
抽
選
会
、
花
の

１０
苗
の
無
料
配
布
（
時
間
制
）
な
ど

●
問
合
先　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児

��
３
７
１
１

国
際
理
解
講
座 �
�
�
�
�
�
�
�
 

ル
ワ
ン
ダ
の
人
々
に
学
ぶ

可
児
市
国
際
交
流
協
会
は
、
国
際

理
解
講
座
パ
ー
ト
２
と
し
て
、
部
族

紛
争
が
絶
え
な
い
国
ル
ワ
ン
ダ
の

人
々
に
学
ぶ
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
土
）

１１

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師　

稲
垣
宏
繁
さ
ん
（
元
青
年

海
外
協
力
隊
員
）

●
演
題　

ル
ワ
ン
ダ
の
人
々
の
生
活

●
参
加
費　

無
料

●
問
合
先　

同
協
会　
�
 �
１
２
０
０

男
女
共
同
参
画
講
座 �
�
�
�
�
�
 

条
例
に
つ
い
て
考
え
よ
う

Ｐ
（
ピ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）
可
児
は
、

男
女
共
同
参
画
条
例
に
つ
い
て
考
え

る
初
歩
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

１２

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師　

小
森
ひ
と
み
さ
ん
（
ウ
イ

ン
女
性
企
画
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
所
）

●
参
加
費　

無
料

●
問
合
先　

Ｐ
可
児
の
増
尾
佳
代
子

さ
ん��
３
６
９
２
（
午
後
６
時

以
降
）

●市役所　〒５ ０ ９ - ０ ２ ９ ２　広見一丁目１番地
��１１１１

瀬田幼稚園・園庭開放

なかよしひろばを開催
瀬田幼稚園は、まだ入園していない子どもと
保護者を対象にした園庭開放「なかよしひろば」
を開催します。ぜひお出掛けください。
●期日　９月１６日（木）雨天中止
●時間　午前１０時～１１時１５分
●場所　瀬田幼稚園
●内容　在園児・先生との遊び、読み聞かせタイ
ム、育児に関する相談

●問合先　同幼稚園　��１３０２

ふれあいまつりの様子（昨年）

3

3

 健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康フフフフフフフフフフェェェェェェェェェェアアアアアアアアアア可可可可可可可可可可児児児児児児児児児児をををををををををを開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催健康フェア可児を開催
 １０月１６日（土）、１７日（日）   文化創造センター（下恵土）

市は、健康フェア可児を開催

します。医師会による健康相談

や血管推定年齢測定、歯科医師

会による歯科相談など、健康に

関する催しがいっぱいです。気

軽にご来場ください。詳しくは、

広報かに９月１５日号に折り込む

パンフレットをご覧ください。

西川ヘレンさんを迎えて
健康フェア可児では、西川きよしさん（タレント・元国会議員）の妻で、

テレビなどで活躍中の西川ヘレンさんを迎えて、講演会を開催します。

●期日　１０月１６日（土）

●時間　午後１時３０分～（午後１時開場）

●場所　文化創造センター

●演題　大家族、支え愛、見守り愛、励まし愛

●入場料　無料（入場整理券が必要）

 入場整理券 （１人２枚まで）

▽配布日時　９月２８日（火）午前８時３０分～

▽配布場所　まちづくり推進課、各連絡所、福祉センター

※文化創造センターでは配布しません。当日券はありません。

●問合先　健康増進課

昨年の健康フェアの様子
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虹
の
広
場 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

相
互
扶
助
の
会
い
し
ず
え
は
、
福

祉
・
環
境
・
文
化
の
活
動
を
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
と
共
催
で
「
虹
の
広

場
」
を
開
催
し
ま
す
。
触
れ
合
い
支

え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

２６

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容　

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
音
楽
演
奏
、
体
験
コ

ー
ナ
ー
、
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
喫

茶
コ
ー
ナ
ー

●
問
合
先　

福
祉
の
店
「
く
る
み
」

��
７
９
５
４

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会 �
�
�
�
�
 

が
ん
に
つ
い
て
交
流
を

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
は
、
が
ん

と
い
う
病
に
対
す
る
思
い
や
不
安
、

悩
み
な
ど
を
出
し
合
う
場
と
し
て
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
、
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
土
）

１８

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ
み

（
多
治
見
市
豊
岡
町
）

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
問
合
先　

同
研
究
会
事
務
局

�
０
５
７
２�
３
９
２
３

�
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会 �
�
�
�
�
 

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
日
時
（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所　

ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
（
子
ど
も

連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
、
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日
時　

９
月
８
日
（
水
）

　

午
前
８
時　

分
３０

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

同
連
盟
事
務
局

��
８
６
０
０

生
ご
み
エ
コ
サ
ー
ク
ル �
�
�
�
�
 

生
ご
み
有
効
活
用
の
た
め
に

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
生

ご
み
エ
コ
サ
ー
ク
ル
は
、
家
庭
で
簡

単
に
で
き
る
生
ご
み
の
た
い
肥
化
や

減
量
、
生
ご
み
た
い
肥
に
よ
る
お
い

し
い
野
菜
作
り
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

１９

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

下
恵
土
公
民
館

●
定
員　
　

人
４０

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
金
）

１７

●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

中
部
大
学
連
携
講
座 �
�
�
�
�
�
 

久
々
利
九
人
衆
を
学
ぼ
う

市
は
、
秋
の
中
部
大
学
連
携
講
座

と
し
て
開
催
す
る
、
こ
の
地
方
の
歴

史
に
つ
い
て
の
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
７
日
と　

日
い
ず
れ

１０

１４

も
木
曜
日
の
全
２
回

●
時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師　

松
田
之
利
さ
ん
（
中
部
大

学
教
授
）

●
内
容　

尾
張
徳
川
家
（
尾
張
藩
）

は
ど
の
よ
う
な
藩
か
〜
久
々
利
九

人
衆
に
注
目
し
て
〜

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

４０

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
昼
間
の

連
絡
先
）
を
明
記
し
て
、
〒
５
０

９
―

０
２
１
４
広
見
七
丁
目　

番
７７

地
生
涯
学
習
課
公
民
館
係
あ
て
に

送
る

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
金
）
必

１７

着
●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

��
２
０
０
５

定
年
を
迎
え
た
人
の
健
康
教
室 �
�
 

定
年
後
の
健
康
づ
く
り
を

可
児
市
健
康
づ
く
り
運
動
普
及
推

進
協
議
会
は
「
定
年
を
迎
え
た
人
の

健
康
教
室
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。定

年
退
職
後
の
生
活
を
健
康
に
活

動
的
に
送
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
テ
ー
マ
を
中
心
と
し
た
学

習
・
体
験
の
機
会
と
し
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者　

定
年
を
迎
え
る　

〜　
５５

６５

歳
で
、
６
回
す
べ
て
を
受
講
で
き

る
人

●
定
員　

男
女
各　

人
（
抽
選
）

１０

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
健

康
増
進
課
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
水
）

１５

●
問
合
先　

健
康
増
進
課

期　

日

　

／
４
（
月
）

１０
　

（
日
）

１０
　

（
土
）

１６
　

（
水
）

２０
　

（
金
）

２２

時　

間

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

内　容場　所時　間期　日回

中高年の生活習慣病と運動総合会館
（市役所向かい）

午前９時３０分
　　　～正午９／２８（火）１

気功を体験しよう総合会館午前１０時
　　　～正午１０／５（火）２

太極拳を体験しよう総合会館午前１０時
　　　～正午　　１２（火）３

バスでウオーキング 妻籠～馬籠宿福祉センター
（集合場所）

午前８時
　～午後５時　　２６（火）４

里山・森林整備を体験しようふれあいパーク
・緑の丘（羽崎）

午前９時
～午後２時３０分１１／２（火）５

ヨーガを体験しよう総合会館午前９時３０分
　　　～正午　　１６（火）６
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市
史
編
さ
ん
講
座 �
�
�
�
�
�
�
 

可
児
の
仏
像
を
学
ぼ
う

市
は
、
今
年
度
末
に
可
児
市
史
第

一
巻
を
発
刊
す
る
の
を
記
念
し
て
開

催
す
る
、
市
史
編
さ
ん
講
座
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
は
仏
像
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
り
、
可
児
市
史
の
執
筆
者
で
も
あ

る
清
水
眞
澄
さ
ん
で
す
。

●
期
日　
　

月
３
日
（
日
）

１０

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
講
師　

清
水
眞
澄
さ
ん
（
成
城
大

学
文
芸
学
部
教
授
）

●
演
題　

可
児
市
の
仏
像
に
つ
い
て

〜
平
安
時
代
の
仏
像
を
中
心
に
し

て
〜

●
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

市
史
編
さ
ん
室
へ
、

は
が
き
（
〒
５
０
９
―

０
２
０
３

下
恵
土
１
１
９
８
―

１
）
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
金
）

２４

●
申
込
・
問
合
先　

同
室

��
４
６
０
１

図
書
館
講
座 �
�
�
�
�
�
�
�
�
 

講
座
の
参
加
者
を
募
集

図
書
館
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

製
作
と
絵
本
な
ど
の
翻
訳
を
し
て
い

る
辻
紀
子
さ
ん
を
迎
え
て
開
催
す
る
、

講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
木
）

１６

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所　

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
講
師　

辻
紀
子
さ
ん
（
翻
訳
業
）

●
演
題　

音
楽
と
絵
本
と
私

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

５０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
開
始
日　

９
月
３
日
（
金
）

※
参
加
す
る
人
は
第
３
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

図
書
館
本
館�

�
５
１
２
０
、
帷
子
分
館��
８

５
３
０
、
桜
ケ
丘
分
館��
３
４

７
３

ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

審
査
員
を
募
集
し
ま
す

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
若
者
た

ち
を
中
心
と
し
た
バ
ン
ド
の
コ
ン
テ

ス
ト
「
ヤ
ン
グ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４
」
で
の
、
当
日

の
審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２８

●
時
間　

正
午
〜
午
後
８
時

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

高
校
生
以
上

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
音
楽
経
験
の
有
無
を
同

セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
す
る

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
木
）

３０

●
申
込
・
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

��
３
３
１
１
、��
３
３
１
２

県
農
業
大
学
校 �
�
�
�
�
�
�
�
 

野
菜
作
り
を
学
ぼ
う

県
農
業
大
学
校
は
、
農
業
を
親
し

む
た
め
に
開
催
す
る
、
野
菜
作
り
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
５
日
（
火
）、　

日

１０

１３

（
水
）
の
い
ず
れ
か

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所　

県
農
業
大
学
校
（
坂
戸
）

●
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

３０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

希
望
日
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
は
が
き
（
〒
５
０
９
―

０
２

４
１
坂
戸
９
３
８
岐
阜
県
農
業
大

学
校
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（��

１
２
２
７
）
で
送
る

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
火
）
必

２１

着
●
問
合
先　

同
大
学
校

��
１
２
２
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー �
�
�
�
 

パ
ソ
コ
ン
講
座
に
ご
参
加
を

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
火
）
〜　

月

２８

１０

８
日
（
金
）
の
土
日
を
除
く
毎
日

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
対
象
者　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る　

歳
台
前
半
の
人

６０

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
と
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
む

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
火
）

１４

●
問
合
先　

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　
　
   ��
５
８
１
１

障
害
者
生
活
支
援 �
�
�
�
�
�
�
 

各
種
教
室
の
参
加
者
を
募
集

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

障
害
を
持
つ
人
を
対
象
と
し
た
教
室

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
参
加
費　

材
料
費
程
度

●
申
込
・
問
合
先　

障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー　
���
５
２
３
１

竜泉寺（羽崎）の阿弥陀如来坐像

力強く演奏する参加バンド（昨年）

時　間期日（９月）教室名
午前１０時～正午１２（日）、２６（日）絵手紙教室

午前１０時～１１時３０分８（水）、２２（水）組みひも教室

午後１時３０分～３時１１（土）、２５（土）アロマ教室

午前１０時～正午１１（土）折り紙教室

午後１時３０分～４時毎週金曜日点字の学習会

午後１時３０分～４時
毎週水曜日のほか
１２（日）、２６（日）

パソコン相談

午後１時３０分～３時３０分１９（日）視覚障害卓球教室
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中
濃
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
志
縁
塾

ま
ち
づ
く
り
に
学
ぼ
う

（
特
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
岐
阜
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
動
支
援
連
続
講
座
「
中
濃
ま

ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
志
縁
塾
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
と
内
容

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上

●
定
員　
　

人
程
度

７０

●
参
加
費　

各
回
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
、「
中
濃
ま
ち
づ
く

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
志
縁
塾
参
加
希
望
」、

希
望
の
回
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
、
同
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
岐
阜
事
務
局
に
送
る

●
申
込
・
問
合
先　

同
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
岐
阜
事
務
局��
０
８
５

５
、�
�
１
０
３
０
、
電
子
メ
ー

ルyam
anet@

m
a.ctk.ne.jp

 
  
     
 
           

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室 �
�
�
�
�
�
 

安
全
な
車
生
活
の
た
め
に

（
社
）
岐
阜
県
自
動
車
整
備
振
興

会
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
車
の
日
常
的
な
点
検
や
簡
単

な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
法
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
、
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
土
）

２５

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２

３０

　

分
３０

●
場
所　

岐
阜
県
自
動
車
整
備
振
興

会
東
濃
会
館
（
多
治
見
市
美
坂
町
）

●
定
員　
　

人
程
度

４０

●
参
加
費　

無
料
（
昼
食
付
き
）

●
申
込
・
問
合
先　

同
振
興
会

�
０
１
２
０
（
４
１
９
０
）
７
７

�
０
５
８
（
２
７
９
）
３
７
２
６

バ
ス
ハ
イ
ク･  

レ
ー
ル
バ
ス
ハ
イ
ク

中
濃
地
域
の
魅
力
を
訪
ね
て

中
濃
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
推

進
協
議
会
は
、
日
本
公
園
村
「
こ
こ

ろ
に
残
る
五
十
景
」
や
観
光
地
の
魅

力
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
バ
ス
ハ
イ
ク

・
レ
ー
ル
バ
ス
ハ
イ
ク
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
参
加
費
（
１
コ
ー
ス
）　

大
人
＝

７
０
０
円
、
小
中
学
生
＝
３
０
０

円
（
昼
食
は
各
自
で
用
意
）

●
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

４０

●
申
込
方
法　

は
が
き
に
、
希
望
コ

ー
ス
名
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、各
申
込
先
に
送
る

（
１
枚
で
５
人
ま
で
申
し
込
み
で

き
ま
す
が
、代
表
者
に
丸
印
を
付

け
て
く
だ
さ
い
）

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
木
）
必

３０

着
●
問
合
先　

美
濃
加
茂
市
総
合
政
策

課　
　
　
　
　
   ��
２
１
１
１

講　師演　題日　時回

埼玉県志木市
市長
穂坂邦夫さん

自治体業務は、
９０％ＮＰＯに移
管できる！

９月１１日 (土 )
午後１時３０分
～３時３０分

５

いなべ子ども活
動支援センター
事務局長
井上淳之典さん

地域で子育て！
コミュニティ ･
スクール事業の
実際

９月２５日 (土 )
午後２時３０分
～４時３０分

６

申込先内　容期　日コース
〒５０１－４２９７
郡上市八幡町島谷２２８
郡上市企画調整課

奥美濃の雄大な自
然とその恵みを楽
しむ

１０／３０
（土）

郡上
ハイク

〒５０１－３８９４
関市若草通３－１
中濃地域広域行政事務組合

秋の紅葉と自然の
すばらしさを体感
できるミニ旅行

１０／３１
（日）

中濃
ハイク

〒５０５－８６０６
美濃加茂市太田町３４３１－１
美濃加茂市総合政策課

秋の実りと太古の
ロマンを味わう

１１／３
（祝）

可茂
ハイク

長良川鉄道を利用
して秋の風情を思
い出の１ページに

１１／２０
（土）

長良川
鉄道
ハイク
※長良川鉄道ハイク以外はバスハイク。

男女共同参画社会への道

「おかあさん
・・・・・

といっしょ」
「女性党首○○さんの発言」「ママさんランナ

ー大活躍！」「美人警察官のお手柄」
普段何気なく目や耳にしている新聞、テレビ、

広告などの活字やイラストや言葉。その中にも、
視点を変えてみるとおやっ？と思うことが・・・。
「女性党首○○さん」の表現は、従来は男性が独

占していた職業やポストについた時によく見られ
ますが、特に女性であることを強調する必要はあり
ません。（ほかに女医、女性弁護士、女性議員など）
「ママさんランナー」の表現も、子どもの有無

によって個人の評価が変わるものではありません
し、女性のみ家事・育児に責任があるようにも受
け取れます。
ほかにも、男性を表す言葉を基本的なものとし

て、あえて女性であることを強調するための表現

に幼児 / 幼女、老人 / 老女、養子 / 養女、悪人 / 悪
女などがあります。幼男、老男、養男、悪男とい
う表現はありませんね。
今まで使われてきている表現を否定しているわ

けではありません。当たり前に使われてきた表現
に対して、少しずつ気付いていく時が来ているの
ではないでしょうか。子ども向けテレビ番組
「おかあさん
・ ・ ・ ・ ・

といっしょ」というタイトルにも
「おやっ？」と思うときが・・・。
市では、職員向けに男女共同参画の視点から考

えた「表現ガイド〈気づいて、変えて、その表現〉」
を作成しました。行政広報物などの発行に当た
り、性別に基づく固定観念にとらわれていない
か、男女の多様なイメージが取り入れられている
かなどを点検する手掛かりに活用していきます。
●問合先　総合政策課

vol.５２
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サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル �
�
�
�
�
�
 

も
の
作
り
を
体
験
し
よ
う

可
児
工
業
高
等
学
校
は
、
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
開
催
す
る
、
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

（
楽
し
い
も
の
づ
く
り
教
室
）
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１０

１６

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所　

可
児
工
業
高
等
学
校
（
中

恵
土
）

●
教
室
名
と
内
容

●
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

各
教
室　

人
（
抽
選
）

１０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
希

望
す
る
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
性
別
、
保
護
者

の
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
５
０
９
―

０
２
０
２
中
恵
土
２

３
５
８
―

１
可
児
工
業
高
等
学
校

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
木
）

３０

●
問
合
先　

同
校   ��
１
１
８
５

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー �
�
�
�
 

転
倒
予
防
教
室
を
開
催

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
す
こ
や
か
な
生
活
は
転
倒
予
防
か

ら
〜
備
え
あ
れ
ば
転
倒
な
し
〜
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
転
倒
予
防
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
５
日
（
火
）
、　

月

１０

１１

４
日
（
木
）
全
２
回

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所　

広
見
東
公
民
館

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
上
で
、
で
き
る
だ
け
２
回

６５と
も
参
加
で
き
る
人

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　
　

人
（
要
申
し
込
み
）

３０

●
申
込
・
問
合
先　

花
ト
ピ
ア
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

��
０
１
６
１

�
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ �
�
�
�
 

専
門
家
派
遣
を
支
援
し
ま
す

岐
阜
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
創
業
や
経
営
革
新
を
支
援
す
る

た
め
に
、
依
頼
に
応
じ
て
民
間
の
専

門
家
（
中
小
企
業
診
断
士
、
税
理
士
、

技
術
士
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
）
を
派

遣
し
て
、
診
断
・
助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。
経
営
上
の
悩
み
が
あ
れ
ば
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
解
決
し
ま
し

ょ
う
。

こ
れ
に
併
せ
て
市
は
、
市
内
の
中

小
企
業
者
の
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
が

行
う
専
門
家
派
遣
事
業
の
利
用
に
対

す
る
事
業
者
負
担
を
次
の
通
り
補
助

し
ま
す
。

●
対
象
者　

岐
阜
県
中
小
企
業
専
門

家
派
遣
事
業
を
利
用
す
る
、
市
内

の
中
小
企
業
者

●
補
助
金
交
付
額　

事
業
者
負
担
分

の
２
分
の
１

●
申
込
・
問
合
先　

市
商
工
観
光
課

名
古
屋
鉄
道
広
見
線 �
�
�
�
�
�
 

学
校
前
駅
が
廃
止
さ
れ
ま
す

名
古
屋
鉄
道
（
名
鉄
）
広
見
線
に

あ
る
学
校
前
駅
は
、
平
成　

年
１
月

１７

　

日
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

２９ま
し
た
。
こ
れ
は
、
名
鉄
か
ら
中
部

運
輸
局
に
対
し
て
、
８
月
３
日
に
廃

止
の
申
請
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

学
校
前
駅
は
、
昭
和
３
年
に
当
時

の
東
美
鉄
道
（
昭
和　

年
に
名
鉄
に

１８

合
併
）
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
駅
で

す
。名

鉄
の
説
明
に
よ
る
と
、
昭
和　
３０

年
代
前
半
を
ピ
ー
ク
に
年
々
利
用
者

の
減
少
が
進
み
、
平
成　

年
度
の
１

１５

日
平
均
乗
降
者
数
は
、
１
２
８
人
に

ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
廃
止
が
決

定
し
て
い
る
岐
阜
市
周
辺
の
４
路
線

を
除
く
と
、
最
も
利
用
者
の
少
な
い

駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
今
年
４
月
に
、
名
鉄
か
ら

同
駅
の
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
、
利
用
状
況
の
調
査
を

独
自
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
名
鉄

に
対
し
て
存
続
の
要
望
書
を
提
出
し

て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
今
回
こ
の
よ
う
に

廃
止
が
決
定
さ
れ
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

内　　容教室名
アルミを利用した表札
作りM組

レーザー加工機による
表札作りE組

スイングライトの製作D組

「オリジナルイラスト」
スタンプ作りT組

写真立ての製作B組

  ９月１０日は下水道の日   下下下下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道課課課課課課課課課課課課課課課課かかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららのののののののののののののののの下水道課からのおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ
下水道が整備された地域で、まだ接続していない人は、早めに接続をお願

いします。

不審な業者に注意
最近、市からの派遣であるかのように装い、家庭の宅内マス（掃除口）を

無料点検するという業者があります。ところが、点検の後で管の清掃を強要
し、多額の請求をするという場合があります。
市が、事前に連絡をしないで点検を行うことはありませんので、注意して

ください。不審に思ったり恐怖を感じたら、業者名を聞いて、市下水道課ま
でお尋ねください。
※これは業者の正当な営業活動を妨げるものではありません。

油を流さないで！
下水道管に油を流すと、管内で固まって管を詰まらせてしまいます。油は

絶対に流さないでください。
油を廃棄する場合は、新聞紙などで吸い取るか、市販の製品を使って固め、

燃えるごみとして出してください。
特に飲食店では、グリーストラップ（油止め）を適切に管理してください。

●問合先　下水道課
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木
曽
川
う
か
い �
�
�
�
�
�
�
�
 

う
か
い
納
め
に
お
出
掛
け
を

可
児
市
観
光
協
会
は
、
９
月　

日
３０

で
今
シ
ー
ズ
ン
が
終
了
と
な
る
木
曽

川
う
か
い
の
特
別
企
画
と
し
て
、
終

了
当
日
の
乗
船
料
金
の
割
引
を
市
民

を
対
象
に
し
て
行
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
左
上
に
あ
る
割
引
券

を
切
り
取
り
乗
船
の
際
に
提
出
す
る

と
、
市
民
に
限
り
乗
船
料
が
割
引
に

な
り
ま
す
（
予
約
が
必
要
）。

な
お
当
日
は
、
木
曽
川
う
か
い
納

め
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
船
上
コ
ン
サ

ー
ト
や
ア
ユ
雑
炊
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
割
引
乗
船
料
金

大
人
２
５
０
０
円
を
２
２
０
０
円

小
人
１
２
５
０
円
を
１
１
０
０
円

●
予
約
先　

木
曽
川
観
光
（
株
）

　
　
　
 �
０
５
６
８�
０
０
５
７

※
予
約
の
際
に
「
う
か
い
納
め
可
児

市
民
割
引
」
と
伝
え
る
。

●
問
合
先　

同
観
光
協
会
（
市
商
工

観
光
課
内
）

交
通
死
亡
事
故
多
発 �
�
�
�
�
�
 

交
通
事
故
に
注
意
し
よ
う

可
児
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
６

月　

日
か
ら
７
月　

日
ま
で
の
短
い

２５

２８

間
に
交
通
事
故
で
５
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
３
人
が
高
齢
者

で
、
い
ず
れ
も
自
宅
近
く
に
お
い

て
、
道
路
横
断
中
に
自
動
車
に
は
ね

ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多

発
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

 
歩
行
者
は �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
必
ず
横

断
歩
道
を
利
用
す
る

▽
横
断
は
、
止
ま
る
、
見
る
、
待
つ
、

確
か
め
る
を
実
践
す
る

▽
夜
間
は
外
出
を
控
え
、
外
出
す
る

場
合
は
目
立
つ
服
装
で
反
射
材
を

身
に
付
け
る

  
ド
ラ
イ
バ
ー
は �
�
�
�
�
�
�
 

▽
速
度
を
抑
え
、
前
を
よ
く
見
て
、

秩
序
あ
る
運
転
で
ス
ロ
ー
ド
ラ
イ

ブ
を
推
進
す
る

●
問
合
先　

総
務
課

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業 �
�
�
 

不
妊
治
療
に
助
成
し
ま
す

県
は
、
治
療
費
が
高
額
で
あ
る
特

定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
治
療　

県
が
指
定
し

た
医
療
機
関
で
、
今
年
４
月
１
日

以
降
に
治
療
開
始
し
た
、
体
外
受

精
お
よ
び
顕
微
授
精

●
対
象
者　

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て

お
り
、
前
年
所
得
の
合
計
額
が
６

５
０
万
円
未
満
の
夫
婦

●
助
成
額　

１
年
度
当
た
り　

万
円

１０

を
限
度
に
、
通
算
２
年
ま
で

●
問
合
先　

中
濃
地
域
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　
   ��
３
１
１
１

�
●
ゆ
ず
り
ま
す　

ヤ
マ
ハ
・
エ
レ
ク

ト
ー
ン
（
こ
げ
茶
色
、
約　

年
前

２０

に
購
入
し
ほ
と
ん
ど
未
使
用
）
を

無
料
で
（
谷
口
千
賀
子
さ
ん��

０
２
７
４
、
連
絡
は
夜
間
ま
た
は

日
曜
に
限
る
）

●
問
合
先　

商
工
観
光
課

９月のごみ・リサイクル資源収集日

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類・
粗大ごみ収　集　地　区

１５（水）２９（水）中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

１６（木）３０（木）今渡・土田

２７（月）６（月）菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

３０（木）１６（木）東帷子・愛岐ケ丘・長坂・光陽台・
長洞・帷子新町

２９（水）２２（水）
川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・
矢戸・塩・塩河・室原・坂戸台

２８（火）２１（火）
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・　
渕之上

１７（金）１０（金）下切・北姫ニュータウン・みずきケ丘・
今・広眺ケ丘・広見

２４（金）１７（金）桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

★結核予防

  �� 結核検診をお忘れなく ��  
市は、結核検診を追加実施します。対象となる人は、

検診を受けてください。
●対象者　昭和６３年４月１日以前の生まれで、次のいず
れの事項にも該当しない人

▽４～７月に市が行った結核検診を受けた

▽医療機関、学校、職場などで結核検診を受けた、ま
たは受ける予定

▽妊娠中または妊娠した可能性がある

▽結核などで診療または観察中
●日時と場所

※問診票付きの予定表が各連絡所、総合会館にあります。
問診票は当日の会場にもあります。

●検診時の注意
上半身は、ボタン、ポケット、刺しゅう、プリントな
どの無い薄めの服を着用し、金属類やプラスチック類
を含むものは身に付けないこと

●問合先　健康増進課

　 　　割　引　券　　 　

木曽川うかい納め
可児市民特別割引券 
平成１６年９月３０日のみ有効

�

�

場　所時　間期　　日

土田公民館午後１時３０分～２時３０分９／２２（水）
帷子公民館午後１時３０分～２時３０分２７（月）
春里公民館午後１時３０分～２時３０分３０（木）
姫治公民館午後１時３０分～２時１０／６（水）
下恵土公民館午後１時３０分～２時３０分７（木）
今渡公民館午後１時３０分～２時３０分８（金）
久々利公民館午後１時３０分～２時１３（水）
広見東公民館午後２時３０分～３時
桜ケ丘公民館午後１時３０分～２時３０分１４（木）
平牧公民館午後３時～４時
総合会館(市役所向かい）午後１時３０分～３時２１（木）
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あこがれママ教室
●期日　３課＝９月１７日（金）　●受
付時間　９時２０分～９時３０分　●場
所　保健センター　●内容　臨月
からお産、乳房の手当て

離乳食相談
●期日　９月２２日（水）　●受付時
間　２時～２時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　離乳期の
乳児を持つ人　

成人健康相談
●期日　９月１３日（月）　●受付時間
９時３０分～１１時　●場所　保健セン
ター　●対象者　一般成人　●内容
○健康相談（血圧測定、検尿、体脂
肪率測定）　○栄養相談（家庭のみ
そ汁の塩分測定）　○歯科相談

献血
●期日　９月１３日（月）　●受付時
間　９ 時３０分 ～１２時　● 場 所　関
西電力（今渡）

１歳６カ月児健康診査
●期日　９月１５日（水）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１５年２月
１６日～２８日生まれ　※虫歯予防と栄
養についてもお話します。

３種・２種混合（初回・追加）
●期日と場所　○９月１３日（月）＝
今渡公民館　○９月２１日（火）＝桜
ケ丘公民館　●受付時間　２時～
２時３０分　●対象者　生後５カ月
以上９０カ月未満　○３種＝百日ぜき
にかかったことのない子（３～８週
間の間隔で３回接種）　○２種＝百
日ぜきにかかったことのある子（４
～６週間の間隔で２回接種）　※初
回終了後１年～１年半の間隔で追加
接種を受けてください。

乳児健康診査・ツベルクリン
●期日　９月２２日（水）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１６年５月
１日～１５日生まれ　※判定・ＢＣＧ
接種は、ツベルクリンを受けて４８時
間後に行います。

元気はつらつ講話
●期日　９月２２日（水）　●時間　１０
時～１０時４０分　　●場所　可児川
苑（坂戸）　●内容　高齢者の運動
「体を動かしリラックス！」

３歳児健康診査
●期日　９月１３日（月）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１３年８月
１日～１５日生まれ

ポリオ
●期日　９月１７日（金）　●受付時
間　２時～２時３０分　●場所　今
渡公民館　●対象者　投与日を基
準として、生後３カ月から９０カ月ま
での乳幼児で、未投与者と１回投与
済者　※生後３カ月を過ぎたら、で
きるだけ早く投与を受けてくださ
い。また２回目投与は、１回目との
間隔を６週間以上空けてください。

母子健康手帳交付
●期日　毎週金曜日　●受付時間
９時１５分～９時３０分　●場所　保
健センター

住宅（建築）相談
●期日　９月１７日（金）　●時間　１
時～４時　●場所　市役所１階相
談室　●問合先　建築指導課

心配ごと相談
●期日　毎週火曜日　●時間　１
時～４時　●場所　福祉センター
（今渡）　●問合先　市社会福祉協
議会　��１５５５

法律相談
●期日　９月２１日（火）　●時間
１時～４時（受け付けは２時まで）
●場所　福祉センター　●問合先
まちづくり推進課

景観相談
●日時　○デザイン・色彩＝９月１６
日（木）９時３０分～１１時３０分　○緑
化＝９月２１日（火）２時～４時　●場
所　市役所１階相談室　●申込方法
都市計画課へ電話で予約する　●問
合先　同課

発達と教育の相談会
●期日　９月１５日（水）　●時間　１
時３０分～３時３０分　●場所　総合
会館分室（ＪＲ可児駅西）　●申込
方法　各幼稚園、各保育園、小中学
校に備え付けの相談申込書で申し込
むか、教育研究所へ電話で予約する
●問合先　同研究所　��４８４１

ことば・発達相談
●日時　平日の３時３０分～４時３０
分に電話で受け付け、予約　●場所
養護訓練センター（可児警察署西）
●申込・問合先　同センター　��
０２５５

生涯楽習相談
●期日と場所　○９月１２日（日）＝
文化創造センター（下恵土）　〇９月
２１日（火）＝市役所１階相談室　●時
間　１時～４時　※子どもボラン
ティア相談も受け付けます。　●問
合先　生涯学習課

資源集団回収にご協力を

９月２６日（日） 期　　日

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレ
ー、発泡スチロール、紙類
（新聞と広告は別にする）

回収品目

午前９時～１１時の間に総合
会館分室駐車場
（ＪＲ可児駅西）へ

収集時間

場　　所

相談内容の秘密は厳守します。
どなたでも気軽にご相談ください。

国民健康保険税
　　　４期

介護保険料

※９月３０日までに納めましょう。

乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意
しています。番号札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。
●問合先　健康増進課
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加藤しょうくん（１
歳・清水ケ丘） 長谷川みずきくん（９カ月・土田 ) 武藤りょうかちゃん（１歳・矢戸）  

（８月１日現在）

●人　口……９ ８，５ ２９人
（男４ ８，９９６人、女４ ９，５３３人）
（前月より２４０人増、

昨年同月より１，３５４人増）

●世帯数…３ ４，６２３世帯

時　間場　所月日
１：３０～ ２:００旧 姫 治 連 絡 所 南

９／９
（木）

２:１ ０ ～ ２:４０今 公 民 館
２:５５～ ３：３０清 水 ケ 丘 集 会 所
３：４５ ～ ４：３０南 帷 子 小 学 校
１：３０ ～ ２:００可 児 川 苑

１４
（火）

２:１ ０ ～２：３０日 本 ラ ン ド 公 民 館
２:５０ ～ ３：３０ふれあいセンター長坂
３：４０ ～ ４：３０帷 子 小 学 校
１：３０～２：００柿 下 公 民 館

１５
（水）

２:１ ０ ～ ２:５ ０緑ケ丘二丁目バス停
３：０５ ～ ３：３５羽 生 ケ 丘 公 民 館
３：４５ ～４：３０東 明 小 学 校
２：００ ～２：５０桂ケ丘二丁目バス停１６

（木）
３：００～３：４０桜ケ丘給水タンク東側
３：４５～４：３０桜 ケ 丘 小 学 校
１：３０ ～２：０５奥山台あすなろ公園１７

（金）
２：２０～ ２:５ ０松 伏 団 地
３:１ ０ ～４：３０旭 小 学 校
１：３０～ ２:００福 寿 苑

２２
（水）

２:１５ ～ ２:４５久 々 利 連 絡 所
３：００ ～３：３０大 平 公 民 館
３：５０～４：３０し ら さ ぎ 団 地

移動図書館「ひまわり号」
停車場所の変更について

本　　　　　　　館　�� ５ １ ２ ０
帷　 子　 分　 館　�� ８ ５ ３ ０
桜　ケ　丘　分　館　�� ３ ４ ７ ３

http://w w w.tosyokan .kani .gifu .jp/

●「布から生まれるアートの世界」展
　９月８日（水）まで（本館）
●「ちぎり絵で人生を豊かに」展
　９月１１日（土）～９月２６日（日）（本館）
●「歴史にみる土田、帷子の震災」展
　９月２２日（水）まで（帷子分館）
●「種子（たね）っておもしろいね」展
　９月２２日（水）まで（桜ケ丘分館）

移動図書館　　　　　
ひまわり号巡回予定表

　図書館では、貸出サービスの一環として移動
図書館「ひまわり号」を市内各地へ巡回させて
います。
　１０月から、停車場所を下記のように変更しま
す。新しい停車場所でどうぞご利用ください。
なお、停車時間は１０月１日号の広報でお知らせ
します。

＜廃止する停車場所＞
・渕之上公園
・土田連絡所
・虹ケ丘はなのき公園
・旧姫治連絡所南
・羽生ケ丘公民館
・桜ケ丘給水タンク東側
・久々利連絡所
＜新設する停車場所＞

・今渡北小学校
・土田小学校
・今渡南小学校
・みずきケ丘三丁目公園
・広見東連絡所
・桜ケ丘西友駐車場
・広見小学校

●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後２時～、
第２・４木曜日午前１１時～（幼児向け）　○帷
子分館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木
曜日午前１ ０時３０分～（幼児向け）　○桜ケ丘
分館＝毎週土曜日午前１ ０時３０分～
●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本
の紹介など

９月６日（月）、１３日（月）、２０日（祝）、２１日（火）、
２３日（祝）、２４日（金）、２７日（月）～３０日（木）

１０月４日（月）

　※９月２４日（金）は館内整理日です。
　※９月２８日（火）～３０日（木）は蔵書点検のため、
　　臨時休館します。



●うるおいライフ
市補導センターは、青少年の健全育成や住

みよい社会づくりのため、補導活動を中心と
して、さまざまな活動をしています。今回は、
補導員の皆さんの活動を紹介します。

★シリーズ：好きなのはカニダー

●放送時間　土・日曜日（７：３ ０・１２：３ ０・１４：０ ０・２ ０：０ ０・２ ２：０ ０）
月～金曜日（７：３ ０・１２：３ ０・２ ０：０ ０・２ ２：０ ０）

※番組の内容や時間は変更することがあります。

表 紙 の 人

西森　葵さん
音楽室に響く木

管楽器ファゴット
の音色。吹奏楽で
低音域を受け持つ
ファゴットに最初

に出合ったのは、中学校に入って間もなくの演奏
会です。この時、ファゴットの持つ魅力に強く引
かれ、ぜひ自分で吹いてみたいとの思いから、吹
奏楽部に入部しました。
以来、「練習はきついけど、繰り返し練習をする
うちにうまくなっていくからうれしい」と毎日の
練習に励みます。３年生になった今年、去る７月
に行われたソロコンテスト県大会（ファゴットの
部）では、見事最優秀賞に輝きました。
「この楽器は、吹奏楽の縁の下の力持ち。西森
さんは、練習熱心で頼りにしています」と担当の
本田先生。「これからも、ずっとファゴットと付
き合っていきたいです」と話す西森さんの笑顔が
とてもさわやかで印象的でした。

「
無
理
を
し
な
い
で
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
」。
取
材
先
の
ど

こ
で
も
聞
か
れ
た
、
高
齢
者
の

体
を
気
遣
っ
た
言
葉
で
す
。

今
回
、
特
集
で
紹
介
し
た
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に
参
加
す
る

に
は
、
個
人
で
使
う
万
歩
計
の

代
金
な
ど
、
い
く
ら
か
実
費
が

必
要
で
す
。
教
室
に
参
加
さ
れ

る
お
年
寄
り
に
は
、
自
分
の
体

に
投
資
さ
れ
、
本
当
に
頭
が
下
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り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
に
も
驚
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ま

し
た
。
最
高
齢
者
は
八
十
二
歳

の
男
性
。
皆
さ
ん
い
つ
ま
で
も

健
康
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

祖
父
母
に
は
、
食
事
や
遊
び

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
ま
し

た
。
今
度
は
私
が
、
何
か
の
力

に
な
り
た
い
で
す
。　
　
（
佐
）

揺れる薄紫色
ホテイアオイの花言葉は「揺れる心」です。薄紫色の花が一面
に広がる光景は、これから訪れる「秋の空」を写しているので
しょうか。                                                                 

（大森）

●伊勢湾台風の記憶から
９月１日の防災の日にちなんだ特集の第２

弾。昭和３４年の伊勢湾台風の惨事を記憶する
人も多いと思います。それを思い返しながら、
台風シーズンに備えましょう。

★シリーズ：Ｇｏ！Ｇｏ！花フェス

●もっと便利に！さつきバス
１０月１日からさつきバスの車両が１台増え
るのに伴い、運行ルートや時刻表を大幅に変
更します。その内容を紹介しますので、利用
の参考にしてください。

★シリーズ：図書館だより

●知っていますか？
　ポイ捨てふん害条例
「可児市ポイ捨て及びふん害の防止に関す
る条例」が施行されて５年。この内容をあら
ためて確認し、意識を高めましょう。

★シリーズ：学校めぐり
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